


① 指導員の指示が無くても自力で遂行できることを確認しておきましょう　　　　 （事前準備）

    ※遂行：立ったままの姿勢で「ハサミ又は爪で巻きづるの根元を切り落とす」工程

② 作業のしやすい枝 ( 見分けやすい枝、手の届きやすい枝 ) から作業を開始しましょう

　（段階付け）

③ 作業になれるまでは作業スピードよりも正確性を重視して行い、指導員が必ず確認しましょう

（段階付け）

④ 定期的に休憩時間をとり、作業再開時にはポイントを再確認しましょう        （集中力の維持）

⑤ 指導員は、仕上がり状況を随時確認して、必要に応じて対象者に応じたわかりやすいアドバ

    イス・モデリングを行いましょう                              　　　　　　　　　　　（精度の向上）

⑥ 農家に同じ園地で作業を行ってもらい、適宜、作業状況の確認やできていることを中心に声

    かけを行いましょう     　　　　　　　　　　　　                              　　   （意欲の向上）

① ぶどうの房には、手で触れたり、頭 ( 帽子 ) をぶつけないように気をつけましょう

　 ぶどう粒の表面をうっすら覆っている白っぽい果粉がとれると商品価値が落ちます

② 巻きづるが固くて取れない場合は、ハサミで切ることもあります

③ 巻きづるの処理に慣れてくると、脇芽の処理を同時に行うことができます
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